
 

 

【聞く】３ステップ        【聞く】２パターン 

  ～一単位時間の活動モデル～ 

～音にひたる～ 

●既習の物語を扱う 

●国語科の教材を扱う 

●ＣＤの音源を活用する 

●教師による語り 

★挿絵を手がかりにして理解する 

中学年 
ゲーム 

～会話のなかで～ 

タッチングゲーム 

●文のまとまりで聞く 

●文脈から推測する 

  例：Can you find ～? 

●ＣＤの音源を活用する 

★繰り返しからの推測 

高学年 
Today’s 

topic 

～情報を得る～ 

未習得の言語事項をふくむ 

理解可能なインプット 

●Show and tell の絵図を手がかりに

しておおまかな意味を理解する 

●言語的な文脈，既習の言語知識な

どを活用して推測する 

知
る 

楽
し
む 

ひ
た
る 

読み聞かせ 

低学年

１．あいさつをする Let’s greet. 

２．歌を歌う Let’s sing a song. 

３．今日の話題 Today’s topic 

本時の活動内容にふさわしい 

他国の文化について話を聞く 
       【All English による】

～様々な情報提供～ 

●未習得の言語事項がもりこまれた

多くの情報 

【未習得の言語項目を取り除かな

い・訳さない】 

●Show and tell にて理解の手がかり

を得る 

●既習の言語知識を活用して推測す

る。「意味」をとらえる 

４．今日の課題 Today’s aim 

５．スキットを見る Let’s watch the skit

６．チャンツをする Let’s chant 

７．活動をする Today’s activities

～場面の設定～ 

●学習目標となる言語項目が特定 

 されているため，理解できるイン

プットの量が多い 

【スキット・チャンツ】

●やりとりをくり返す中で状況的 

な文脈からだけではなく，言語的

な文脈から「形式」をとらえて，

臨機応変な反応ができる 

８．本時の振り返り Today’s treasure

９．あいさつをする Let’s greet

図 3 発達段階に応じた「聞く活動」とそして授業パターン 


